


津波避難ビル一覧

津波避難訓練対象区域の自治会

内浦地区 重寺、小海、三津、長浜、重須

センシブル淡島

沼津市立内浦小学校
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連合自治会 「津波避難訓練対象区域」の自治会
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※1　第３次地震被害想定推定津波浸水域
静岡県が東海地震等の発生に備え策定した第３次地震被害想定で、津波が浸水すると推定される区域。

※2　津波避難訓練対象区域
沼津市で、これまで最も大きな被害を受けた安政東海地震（1854年）の津波浸水域を含む単位自治会の区域を「津波避難
訓練対象区域」と定め、県の第４次地震被害想定が発表されるまでの間、緊急の津波対策や津波避難訓練に取り組みます。

ハザードマップの
表示区域について

沼津市危機管理課　055-934-4803

地震・津波から身を守るために
突発地震が発生し、津波の危険があるときの避難行動を知っておきましょう。

突発地震
発生

突発地震
発生

突発地震
発生

※避難するための共有スペースが少ないビルや無人となるため避難できる時間帯が限られるビル等があります。
　また、外階段が「有」となっているビルでも扉がついていたり、障害物がある場合もありますので、訓練のときに確認しましょう。

まず身の安全を確保

津波の危険

「少しでも早く！ 少しでも高く！」「少しでも早く！ 少しでも高く！」「少しでも早く！ 少しでも高く！」
避難場所 高台（避難路などで高台に避難）、津波避難ビル

避難するときの注意は？避難するときの注意は？

我が身の安全を最優先

海と逆方向へ逃げる

車による避難は原則禁止

いつまで避難するの？いつまで避難するの？
津波警報、注意報が解除される
まで避難場所にとどまる

津波は第2波以降が最大の
場合もある

波が引いてもすぐ戻らない
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